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代理出産は究極の人助け 

 〜イギリス最初の代理母として〜 

  
 

      Interviewee  

 

                      Kim Cotton 

  Childlessness Overcome Through 

Surrogacy 

 
 
 
 

Q. 代理母になった時の経験を教えてくだ

さい。 

アメリカのエージェントを通して 1985

年に代理母になった。イギリスのマスコ

ミに見つかり、メディアに引っ張り出さ

れた。それをきっかけに、イギリスで、

商業的代理出産と、代理出産の広告を禁

止する法律が可決した。世論に基づいた

お決まりの対応だった。 

代理母となった時、孤独を感じた。ほ

かに話ができる代理母がいなかったか

ら。他の人には同じような経験は味わっ

てほしくないと思った。その後、代理母

を経験した女性に出会い、1988 年に私た

ちは共同で COTSという団体を立ち上げ

た。 

代理出産は素晴らしいことだとずっと

言い続けている。それこそ人生を変えて

しまうくらいに。人を助けることがすご

く好き。代理出産では、他者との関りか

らもたらされる心地よさを得られる。も

のすごく価値あることだと思う。依頼者

に子どもを渡したときの高揚した気持ち

を思い出す。 

だから、関わる人がきちんとサポート

されていると感じられるようにしたい

し、代理母を探すお手伝いをしたい。イ

ギリスでは広告が禁止されているので、

難しい面もある。 

 
  

Q. 代理母は不足していますか?  

代理母は、いつでも不足している。需

要が供給を大きく上回っているから。

COTSでは２年間登録を中止していて、空

きがあったらその都度、対象者に連絡

し、対応している。 

 イギリスの代理出産法には、これまで

抜本的な変化はないが、同性カップルが

親決定の申請ができるようになってか

ら、需要が急増している。COTSは追いつ

くのにいっぱいいっぱいだ。 

COTSでは、メンバーを慎重にセレクト

している。現在約 30 組のカップルがい

て、15 組が妊娠中だ。何度も出産してい

る代理母も結構いる。一番多い人で、15

回も出産した代理母もいたが、彼女は

COTSの規則を破ったので他へ移って行っ

てしまった。別の代理母は 10 人ほど出産

したが、実子は一人も持たなかった。彼

女は妊娠するのが好きだったから。これ

まで、COTSから 1089人が誕生した。 
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Q.  代理母に応募してくる女性は、代理出

産について十分に理解していますか? 

今のところ、ちゃんと理解していると

思う。妊娠はひとりひとり違うし、健康

が損なわれたり、合併症を引き起こす可

能性もあると、COTSではきちんとわかる

ように伝えている。通常、自分の子ども

を産んでから代理母になるよう勧めてい

るが、皆がそうするわけではない。それ 

でも、女性たちは非常によく理解してい

る。 

 
  

Q.  出生前検査は、代理出産でどのくらい

実施されていますか、その結果、中絶を

受け入れる代理母はどのくらいいますか?  

金銭的に余裕のある依頼者は、ほぼ出

生前検査を実施している。この検査は今

では一般的になっている。多くの人は 2

年間保存できる凍結胚を持っているの

で、選択肢がある。障害のある子どもを

産むことは代理母にとってかなりショッ

クなことだ。 

 中絶になる例もあるが、それほど多く

はない。今まで、障害がわかった胎児の

妊娠を継続した例はなかった。代理母と

依頼者のマッチングの基準として中絶に

ついての見解が一致することを入れてい

る。だから一致していなければ、そもそ

も契約は結ばれることはない。 

 
  

Q. 代理母にはどのような人が多いですか?  

 代理母に共通するような属性は特にな

いのではないかと思う。共通することと

いえば、皆、“無謀”(mad)だということ。

言い換えれば、“パイオニア精神”がある。

コンフォート・ゾーンから出すことに抵

抗がない。周囲や世間からたびたび批判

され、この感覚がより強くなるようだ。

代理出産をよしとしない人もある程度い

るので、代理母は自分の決定に確信を持

つ必要がある。 

 代理母は色々な職業についている。看

護師、助産師、教師や保育士なども多い

けれど、決まったパターンがあるわけで

はない。皆、自分の子育てを楽しんでい

て、妊娠も楽だった。彼女たちの余った 

時間を生産的なものにしてくれるのが、

代理出産だ。 

  
 

Q. 現在、COTS では、依頼者は何組ほど

待機していますか?    

 目下のところ新しい依頼者は受け入れ

ていない。Facebook のアカウントには、

定期的に参加希望の申し込みがある。そ

の中から最も切実な人だけを選ぶように

している。もしマッチする相手が見つか

りそうもない場合は、受け入れを保留に

する。とりあえず受け入れて参加費だけ

徴収するようなやり方はしない。待機し

ている依頼者のプロフィールの保管をや

ってみたこともあったが、あまりにも負

担が大きかったのでやめた。 

 代理母を見つけられるチャンスはとて

も少ないので、依頼者は積極的に行動す
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る。つまり、自分たちで代理母を見つけ

ようとする。アジア人カップルは文化の

違いから希望に合う代理母を見つけるの

が難しいが、フェイスブックを使って自

分の出身のコミュニティで代理母を見つ

けた南アジア出身の女性もいる。ムスリ

ムのカップルになるともっと難しい。彼

らは秘密にしたいと思っているので、

COTSで見つけるのは困難だ。南アジアで

は不妊に強いスティグマがついている。 

 
  

Q. すぐに代理母を見つけることができる

依頼者はどのような人ですか?  

 いちばん大事なのは、ライフスタイル

と人間性。関心を共有していることも大

事。代理母と依頼者の友情と信頼は、代

理母が生まれた子を手元に置く決断をし

ないため重要な要素だ(※イギリスでは代 

理母に決定権があり、子供を依頼者に渡

さないで自分で育てることも可能)。 

 
 

Q. 英政府は、規制緩和をして、代理母を

増やせるような対策をすべきでしょうか?   

代理母を増やせるように何らかの対策

をすべきだと思う。現在、代理出産法の

改正に向けて協議が進んでおり、COTS

も、そのプロセスに関与している。見通

しはかなり明るいと思う。代理出産の広

告が認められ、事前親決定が認められ、

子どもの誕生と同時に依頼者が法律上の

親になれる(※これまでのように裁判所で

親決定命令を受ける必要がなくなる)。 

 また、精子と卵子両方の提供（double 

donation）を受けての代理出産が認められ

ることになりそうだ（単身者はすでに申

請ができる）。そのため代理出産を希望

する人たちが押し寄せてきているが COTS

ではまだその人たちの受け入れができて

いない。まずは、すでにリスト上にいる

待機中のカップルをなんとかしなければ

ならない。また、多くの代理母（私も含

め）は単身者に子どもを渡すのは心配に

なる。すでに多くのひとり親家庭が存在

している。しかし、自分は、(どちらかに

何かがあった場合に備えて)親がふたりそ

ろっていることが望ましいと考えてい

る。第一、ひとりで子どもを育てるのは

負担が大きいし大変だ。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

 代理母を増やすためには教育も役立

つ。学校の性教育は妊娠しないようにす

る方法を教えるが、不妊については教え

ない。不妊の問題、特にある年齢になる

と卵子の質が落ちることは教えるべき

だ。女性が母親になろうとする年齢はど

んどん高くなっている。後回しにするリ 

スクを(男性も含めて)若い人たちに教えて

おく必要がある。 

 
 

Q. 外国人の代理母はイギリスで代理母に

なることはできますか?   

 イギリスで居住権(residency)を持ってい

ればできる。NHSに確実にアクセスでき

れば大丈夫。 

 外国人の代理母の場合、依頼者として

は、代理母が赤ちゃんと一緒に飛行機に
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乗って消えてしまわないかという心配が

生じるかもしれない。 

 
  

Q. 海外での代理出産の問題点は何でしょ

うか?   

COTSは海外での代理出産は扱っていな

い。トラブルが多いのではないかと思

う。 イギリスや海外にはそのような代理

出産を扱うエージェントがある。 

Brilliant Beginnings という海外での代理

出産を取り扱うエージェントがある。と

ても高額な料金がかかる。今、COVID-19

のため、多くの赤ちゃんがウクライナや

カナダ、アメリカで立ち往生している。

赤ちゃんを引き取ることができない依頼

者が多く出ている。 

代理出産の料金は UKで約 30,000 ポン

ド、アメリカで約 200,000 ポンド、カナダ

は約 150,000ポンド。ウクライナ 30,000-

40,000ポンドだが、ウクライナでは同性

カップルは利用できない。 

 
  

Q. 代理母と依頼者は継続的にコンタクト

を取りますか?  

ほとんどの依頼者がそうしている。は

じめのうちは写真、日々の報告など頻繁 

にコンタクトをとるが、目新しさがなく

なってくると徐々に連絡を取らなくな

る。何を求めているかによる。 

私が代理母になって産んだ双子は現在

ニュージーランドに住んでいて、30歳に

なる。今も双子の母親のリンダと定期的

にスカイプで話したり、Facebookを通し

て連絡を取り合っている。彼らがイギリ

スにやってきたら、落ち合う。リンダは

私の母の葬儀にも参列した。拡大家族の

よう。私たちはお互いどうしているか関

心がある。それは思いやりのある叔母の

ような役割で、心配はするが責任はとら

ないという関係に近いかもしれない。 

 
 

Q.  子供への告知は行われていますか?    

子どもが(親から知らされておらず)自分

でそのことを発見するのは良くないと考

えている。親はきちんと知らせること、

これは COTSのガイドラインに書かれて

いる。たくさんの本が出ている。私に

は、卵子提供で生まれた孫もいる。私の

娘は孫に卵子提供についての本を読み聞

かせている。これは後で知ってしまった

時のショックを防ぐことができる。 

COTSでは子どもに伝えることを条件に

している。かつては伝えない人が多かっ

たが、現在はオープンで正直であること

が絶対条件だ。 

 
  

Q. 代理母と依頼者の交流は、子供に良い

影響を与えると思いますか?  

 子どもにとっては間違いなく良いこと

だ。COTSで生まれた子どもの例で、現在

20 代前半で医者になるために学んでいる

女性がいる。彼女は遺伝上の母親や、父

親の違うきょうだいと連絡を取り合って 
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いる。巨大な拡大家族のようだ。彼女は

COTSのアンバサダーとなり、代理出産法

改正の審議で、保健省で証言した。彼女

は代理出産で生まれた子どもとして独自

の視点を持っている。 

 ケンブリッジ大学の教授が幼少期から

十代後半までの、代理出産で生まれた子

どもについての研究を行った。その結

果、子どもたちは社会に適応し、信じら

れないくらいうまくやっていることがわ

かった。 

  
  

Q.  代理出産法改正案の内容についてどう

思いますか?     

広告が解禁されたならそれは大きな利

点となる。一方、商業的代理出産は引き

続き禁止されるべきだ。法案の悪い面

は、クリニックを通して代理出産を行う

場合に、依頼者と代理母はそれぞれ弁護

士をつけるという、余計な条件が課せら

れたことだ。いうまでもなく、これは弁

護士に利益をもたらすものだ（そして、

この条件を推し進めたのはほかならぬ弁

護士だ）。依頼者にとっては余計なコス

トがかかる。COTSには顧問弁護士がい

て、代理出産の最初から最後までカップ

ルをサポートする。そんな難しいことで

はないのに。 

また、カウンセリングを受けることが義

務になる。しかし COTSを利用するカッ

プルは既に受けている。COTS のカウンセ

ラーからの報告書が認められるべきだ

が、クリニックでは認めないだろうか

ら、さらに費用がかさむことになる。 

私は、代理母は堂々と支払いをうける

べきだといつも言ってきた。現在、補償

をどうするか、状況は不明瞭だ（仕事と

して捉えるか、完全に利他的なものとす 

るか）。負担を考えると、概ね 15,000 ポ

ンドくらいは支払うのが妥当と考える。 

家庭裁判所は、子供の最善の利益に基

づいて、代理母に 15,000 ポンドが支払わ

れたケースで親決定命令を出している。

余分なお金が支払われたという理由で子

供を「返す」のはばかげているから。 

代理母以外は皆支払いを受けることが

許されている。かかった費用だけといっ

て約 2,000 ポンドだけなんてばかげてい

る。弁護士やカウンセラーは利益を得て

いるのに、代理母には何も支払われな

い。代理母は相当の補償を受けるべきだ

と思う。逸失賃金などもカバーされるべ

きだ。 

 代理母たちはそのお金を療養や休暇に

あてたいと考えている。すでに使い道を

決めている人もいる（家族でディズニー

ランドへ行く、車の購入、家の改築な

ど）。 

  
  

Q.  妊娠中に依頼者と代理母が感情的に対

立することはありますか?  

 妊娠が進むにつれて、代理母がもうた

くさんだと思うようになって、ほんのわ

ずかな亀裂が入ることもある。依頼者が

イラつかせることを言ったりすると、一
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触即発となる。文字でのやりとりは誤解

を生むことがある。依頼者はとても心配

しながらも期待に満ち溢れているから、

いつも今どうなっているのか知りたが

る。それで、フラストレーションと緊張

が高まることがあるが、子どもが産まれ

てしまえば解消する。COTSが間に入って

仲裁することもある。 

 
 
 

 

Q.   “Altruistic  Surrogacy”と“Commercial 

Surrogacy”の違いは? 

イギリスは利他的代理出産を維持すべき

だと思うが、宣伝はできるようにして欲

しい。 

COTSがやっているのは、まぎれもなく

利他的代理出産だと思う。出産後も、子

どものため、何ヶ月も依頼者へ母乳を提

供している代理母もたくさんいる。それ

は利益のためではない。COTSの資金も

微々たるもの。これまで金銭面で大変な

思いをしてきた。 

商業的代理出産では、クリニックが依

頼者から多額のお金をとる。COTSに加入

すれば、費用は 850 ポンドだけ。Brilliant 

Beginning なら 12,000 ポンドになる。あそ

このエージェントでは、最初の電話だけ

で 650ポンドもかかる。 

ほかの国のことはあまりわからないの

でコメントできない。ただ、前に、アメ

リカのエージェントを訪問したことがあ

り、そこはとてもよかったので人に勧め

たことがある。一番いいと思ったのは、

代理母たちは毎月、カウンセラーのミー

ティングを受けていたこと。15 から 20 人

の代理母に対して一度に行われていた。

感動したし、イギリスでも同じようにや

ったほうがいい。素晴らしいシステム

だ。そのエージェントを始めた男性は自

身も不妊で、依頼者と代理母を同じよう

にケアして、プロフェッショナルであり

ながら心のこもった経営をしていた。 

 
 

Q.  Covid-19 の影響は?  

COTSの運営でも、対面ミーティングが

できなくなったが、Zoom や Skype がとて

も役に立った。結構うまくいったと思

う。クリニックで代理母に初めて会った

という依頼者もいた。 

ソーシャルディスタンスが問題となっ

ているが、何とか乗り越えてきた COVID-

19 のせいで、代理出産の手続きに遅れが

生じたこともある。 

  
 

Q. 子宮移植についてどう思いますか? 

今まで、考えたことがなかった。亡く

なったドナーからのみ行われるものだと

いう印象。 

 技術が発展して男性も妊娠できるよう

になったらどうかと思う。それは冗談だ

が、もし子宮移植ができるようになれ

ば、人口はかなり減るのではないかとい

う気がする。 

 

 (2021年 6月) 
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Kim Cotton 

 

英国の代理出産の非営利団体

COTS (Childlessness Overcome 

Through Surrogacy) の創始者。1988

年に創立され、1,078 人の子どもが

生まれた。 

Link 
 
 

1985年にイギリス初の代理母とな

る。1991 年にも双子を代理出産。 

双子の家族は現在ニュージーラン

ド在住だが、現在も Facebook など

を通して繋がっている。 

https://www.surrogacy.org.uk/

